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日立グループ議員団活動方針（議員団の心得５原則）

1.日立グループ労組出身議員であることの自覚を常に堅持すること

2.政治活動は、日立グループ連合、日立労組の運動方針を基本とすること

3.電機連合をはじめ、支援組織との連携強化に努力すること

4.地域活動は住民の心を的確に掴み活発に展開すること

5.常に研鑚に励み、清潔な姿勢を貫き、住民の信頼を高めるように努めること

　みなさん、明けましておめでとうございます。昨年

も物資両面にわたるご支援を頂き、ありがとうござい

ました。皆さんのご支援に応えるために、今年も全力

でがんばります。今年もどうぞよろしくお願いいたし

ます。

政界激動の15年間

　さて、今年の２月を迎えると、初当選以来、丸15年

が経ちます。この間、｢まじめに働くものが報われる

公正な社会｣を実現するために｢政権交代｣をめざして

行動してまいりました。

　まず、民主リベラル勢力の結集のため社会党改革に

取組むとともに、｢社民党｣へ党名を変更しました。そ

の後、鳩山由紀夫氏らと｢政権交代｣を実現できる新党

国民生活と地域社会を

直視した

政治を実現しよう！
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として｢民主党｣を結成し、さらにそれを確実にするた

めに、現在の｢民主党｣へと一層の統合を実現しまし

た。この間の皆様方のご理解とご指導・ご協力に深く

感謝申し上げます。しかし、まだ｢政権交代｣は実現し

ておりません。今年こそ、国民生活と地域社会の現実

を直視した、｢国民のための政治｣を実現するため、全

力で行動します。

民主党政権にむけ一層のご支持を

　昨年は、特に、参議院選挙におきまして、藁科参議

院議員の後継者としての加藤としゆき参議院議員に対

するご支援を頂き、ありがとうございました。また、

茨城選挙区の郡司彰議員をはじめ、全国各地での民主

党候補をご支援頂き、ありがとうござました。その結

果、比例区で、民主党は、自民党支持票を上回る得票

を得ることができました。また、自民党の牙城といわ

れている茨城県でも、比例区におきまして、自民党を

上回る支持票を頂くことができました。これは、｢年

金改革｣をやり直せという国民の声と、同時に民主党

に対する期待であると受け止め、一層努力してまいり

ます。

　小泉政権は、社会保険料の引き上げ、定率減税の廃

止等々、国民に負担を強いる政治を行っており、さら

に自衛隊のイラク派遣延長問題に対しても、国民に対

する説明責任を放棄し、閣僚のみで決定してしまいま

した。もうこれ以上、小泉政権による地域社会と国民

生活の現実無視の政治を続けさせる訳にはいきませ

ん。今年は、現政権を解散に追い込み、総選挙によっ

て政権交代を成し遂げなければなりません。日本の未

来に責任をもてる｢国民のための政治｣を実現するため

に全力でがんばります。



もっと政治主導の

災害対策が必要

　新年明けましておめでとう

ございます。

　昨年は地震や大雨による災害

が各地で発生して政治の役割で

ある治山治水対策が不十分で反

省させられました。自然との戦

い、自然との調和に人間の知恵

が及ばないのでしょうか。備え

あれば憂いなしと言いますが,

万全の備えは言うほど簡単なも

のではありません。しかし、世

間から見て納得できる日頃の危

機管理施策と発災後の人命救助

や復旧活動は政治主導で人智を

尽くさなければなりません。今

年は地球が穏やかであれと願っ

ています。

地方の行政サービス

水準についてもっと議論すべき

　今、地方分権を推進するため、

三位一体改革が議論されていま

す。国においては「地方交付税に

よる手厚い財源保障が地方の自

立を阻害している」など、実情

を無視した議論がされており、

義務教育費や生活保護費などの

国庫負担率を引き下げようとし

ております。これは本来国が全

額負担しても良い費用だと思い

ます。地方交付税の改革にあ

たっては地方の意見を踏まえ、

地方のあるべき行政サービスの

水準について十分議論を行った

うえで、そのサービスを安定的

に継続させる財源保障を考えて

頂きたいと思っております。

災害、保障、経済など様々な視点で十分な論議をし、

納得できる政治活動を

よりグローバルな視点で

経済的・産業的価値形成を

　一方、地方における経済の活

性化を図ることが必要です。民

間の経済活動に対しては極力市

場の論理に委ねるべきという考

え方が時代の潮流ですが、行政

として多くの人、企業、情報、

文化などと連携してグローバル

な視点から「新たな経済的・産

業的価値」をつくることも必要

だと思います。

横浜市議会議員
(ソフト支部)

松本　敏

幹事長の主張

県　政　
だより

　国際的な研究集積地・筑波研究学園都市の利便性と

ＪＲ常磐線の混雑緩和を目的とした「つくばエクスプ

レス（ＴＸ）」構想から20年を経て、今年５月に線路

全線が締結されました。11月からは全線走行試験が始

まり、安全性や快適性の点検など、平成17年の秋開業

にむけた総仕上げが着々と進められております。

　ＴＸは、つくばと東京秋葉原を結ぶ線路総延長58.3

キロ、所要時間45分、最高時速130キロ、開業時の予

想需要１日28.4万人。計20駅のうち、県内にはつく

ば、研究学園、万博記念公園、みどりの、みらい平、

守谷の６駅が整備されます。

　また、ＴＸの整備に合わせ、沿線開発も今後８地区

で行われ、開発総面積は約1,733ヘクタール、計画人

口は10.22万人に上ります。各地区では「大都市地域

における宅地開発および鉄道整備の一体的推進に関す

る特別措置法」に基づく土地区画整理事業が推進さ

れ、ＴＸ各駅を中心

にそれぞれ個性的な

沿線の顔が着々と形

づくられます。な

お、交直両用車両は

日立製です。

茨城県議会議員
細田　武司
（水戸支部）

茨城の未来を拓くつくばエクスプレス茨城の未来を拓くつくばエクスプレス



市　政　
だより

　市民との協働の元気なまちづくりの一環として

新たにスタートした体験型プログラムを紹介しま

す。「ときめき元気塾」は、楽しく健康増進を目

的に開催されます。これは、茨城大学教授の元気

アップ体操で、タオルを使って筋を伸ばし気分爽

快になれるものなどです。普及員育成も地区毎に

推進しています。

　「ふれあいジョギングロード」は、既存のゆとりのある歩道10kmの周回コー

スで、距離表示板も１km毎に設置され、体力に応じての健康づくりに最適です。

「史跡探訪モデルコース」は、距離別に移動方法も表示して、文化財マップとし

て５コースを紹介しています。普段目にすることが少ない文化財や遺跡など驚き

と知る喜びは健康づくりと一石二鳥です。「国営ひたち海浜公園の体験型プログ

ラム」は、親子自然教室や花のあるくらし塾・スポーツや環境学習など幅広く40

種類もあり、楽しみながら作品づくりもできま

す。心身のリフレッシュや身体を動かす心地良

さを気軽に体験しやり続け、元気アップや健康

寿命に効果が欲しいと期待しています。

ひたちなか市議会議員
木村　時郎
（日立ハイテク）

「ときめき元気塾」タオル体操のひと時
筋も伸ばして気分爽快
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　昨年の９月１日、

三町合併により「甲

斐市」が誕生しまし

た。本年は住民の皆

さんに注目される１

年になると考えてお

り、議会・行政が市

民と同じ目線で何が

大切かを考え、変

わった「甲斐市」に

なってよかったと市

民が実感できる行政サービスに取組む事が重要であります。

　さて、甲斐市では全市を公園化構想（ガーデンシティー）の実現をめ

ざして、市民と行政が一体となった花と緑あふれる美しい景観づくりを

推進するため、緑化ボランティアの輪が広がるよう努めています。

　現在は各種団体により構成されている協議会が中心に飾花活動の普

及、推進に努めています。

　また、庁舎周辺に議会専用の花壇を設け四季の花を咲かせて来庁者

に喜んで頂くとともに緑化運動に参加しております。

（主な推進事業）

１、生け垣、花壇コンクール

２、花の苗プレゼント（春、秋）

３、記念樹の配布(結婚、新築、誕生）

４、花の種交換コーナー

５、花壇、プランターの設置及び管理

６、園芸アドバイザーの設置

　その他色々な取組みを展開中

　今後は投資金額や維持管理費につい

て監視が必要であり厳しくチェックし

ていきたいと思います。

甲斐市議会議員
森田　稔
（甲府支部）

緑化推進

市　政　
だより

花と緑あふれる「ガーデンシティー甲斐市」をめざして
（緑化推進の取組み）
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●東海病院移転改築計画

　東海病院は昭和57年に

開設以来、今日まで多く

の村民に親しまれ、信頼

される病院として地域の

医療の中心的役割を担っ

てきました。しかし、築

後20年以上経過し、老朽

化・狭隘化が進行する中、村民への充分な医療

サービスが提供できない状況となっており、こ

れらを解消し、村民に身近で質の高い医療サービ

スや療養環境を提供するため、平成18年５月開院

を目指して新病院の移転改築を進めています。

●新病院は直営から委託方向で検討

①現在の東海病院は、病床数（30床）に比較して

外来患者の数が圧倒的に多い事から、外来診療

に対する比重が非常に高い状況にあり、経営面

での非効率性は否めない現状であります。

②医師、看護師の確保が困難なことから民間の採

用形態を採用する事で柔軟な人事・労務管理を

行い、経営の健全化に努める事ができます。

③財政負担の軽減化などを図れることから、新

病院は、「社団法人地域医療振興協会」に委

託する方向で、現在検討しております。

　京都府の南と北を結ぶ背骨ともいえる重要な高速道路が京都縦貫

自動車道であり、移動時間の短縮はもちろん、沿線地域の活性化や

舞鶴港を中心とした府内各地との物流の促進等の効果があるため、

全線の早期完成が望まれています。

　この計画の一部を構成する「京都第２外環状道路」は名神高速道

路「大山崎JCT・IC」と結ばれることで京都市内を環状にとりまき、

京都市内へ向かう南部地域の慢性的な交通渋滞を緩和する

効果が期待されます。

　この起点となる私たちの大山崎町が抱える課題は、計画

ルート上に中学校がかかるため、道路予定地のすぐそばに

移転しなければならないことです。

　現在、校舎建て替えについて町の教育委員会が中心とな

り作業が進められています。地理的条件として大山崎町は

土地が狭いために環境の整った移転先がありません。

　将来を担う子どもの教育環境を守るためには、国や道路

公団と慎重に協議を進めていく必要があります。

町　政　
だより

大山崎町議会議員
江下　伝明

（マクセル･京都）

村　政　
だより

東海村議会議員
馬目　暢之
（日立支部）
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東海病院移転改築概要

繰出金試算

親
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築
」
に
向
け
て

教育環境をどう守るべきか

注記　（直):直営、（委):委託を示す



民主党の地方組織を整え、雇用と

国民生活を守るため、来る総選挙

で、政権交代実現のため皆さんと

ともに全力を上げて行動します！

政権交代実現に全力投球

大
畠　

章
宏

（
日
立
支
部
）

　衆議院議員 県民の生活を守るため尽力

謹賀新年。中途半端な小泉三位一

体の改革により地方行政が大変厳

しい状況です。今年も県民の生活

を守るため懸命な努力をしていき

ます。

今　
　

一
男

（
国
分
支
部
）

40歳代の締め括りとして、政権交代

の足場を地域で固めるとともに、元

気が出る街づくり、安心して住める

街づくりに向けてがんばります。

元気で安心できる街づくりをめざす

長
谷
川
修
平

（
日
立
支
部
）

茨城県議会議員

人口減少・低成長時代の活力維持と

県民の安心・安全・人材の育成をめ

ざし、住み続けたくなる安心な茨城

づくりに取組みます。

安心な茨城づくり

細
田　

武
司

（
水
戸
支
部
）

茨城県議会議員

茨城県議会議員

市民満足度向上に向け、全力で取組む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆代表挨拶　二瓶　隆

　新年あけましておめでとうございます。

今年の干支は、コケコッコウーと元気よく夜明けを

告げる酉（鶏）です。

　永らく続いた暗い景況にも、かすかな明るさがよ

うやく感じられる状況となり、今年こそ本格的な夜

明けの年になることを期待しつつ新年を迎えられた

ことと思います。

　本年は、三位一体の改革により、地方財政は更に

厳しさを増すと同時に地方の責任が益々重くなり、

また都市間競争が激化するという新たな展開を迎え

る年となりそうです。

　日立市は、昨年11月１日に十王町と合併して人口
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20万都市にカムバックし、本年は新市建設計画のス

タートの年となります。

　現在、日立駅および十王駅の駅前広場と周辺地

域、さらに駅舎を、新しい都市の玄関口にふさわしい

ものにするための整備事業が行われています。また多

賀地区においては、中部合同庁舎の建設を中心とした

街の活性化事業が鋭意進められているところです。

　その他、教育、子育て、福祉、都市基盤の強化

等々、新たな事業や課題は山積しております。市民

満足度向上に向けて、日立グループ議員団９名がベ

クトルを合わせて全力で取組んでまいります。本年

もよろしくお願い申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。日頃か

らのご支援に御礼申し上げます。

　税財源の移譲を含めた三位一体の改革がまだ課

題を残しながらも実質的にスタートします。いよ

いよ地方分権にむけて動き出しました。そして、

住民生活に最も密着した市町村こそが、その受け

皿としての役割と責任を果たしていかなければな

りません。基礎的自治体の果たすべき役割は多く

あります。

　私たちのひたちなか市は、将来にむけて大きく

発展するポテンシャルを多くもっています。厳し

い財政状況の中で、｢費用対効果｣と｢受益と負担｣

のバランスの取れた視点で行財政改革に取組みな

がら、今やるべきことを着実に実施していかなけ

ればなりません。市民の皆さんと一緒にさらに働

きやすく、住みやすいひたちなか市づくりをめざ

していきます。

　新しい地方の時代を見据えながら、日新クラブ

一同、働く仲間の代表として、力を合わせがんば

ります。本年も変わらぬご指導とご支援をお願い

いたします。
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民主クラブ議員団
日新クラブ議員団 行財政改革への取組み、

市民と一体で　
◆代表挨拶　山中　輝夫

新年 

茨城地協

将来展望の持てる街づくり

東海村は近隣町村の合併により、

「一郡一村」自主自立の道を歩む

こととなりました。これを機に山

積している諸課題・問題を見直

し、将来展望の持てる「街づく

り」に邁進いたします。

馬
目　

暢
之

（
日
立
支
部
）

東海村議会議員

少子高齢社会、住民ニーズの多様

化・高度化等に対応できる社会環境

づくり、行政財政基盤の整備と行政

運営の資質向上を推進します。

市民協働の新市まちづくり

和
田　

正
美

（
日
立
建
機･

土
浦
）

千代田町議会議員任期満了まで精一杯努力

厳しさの増す財政への対応には、

新たな発想と実行力が求められま

す。任期まで精一杯努力するとと

もに、後継者の当選に力を尽くし

ます。

渡
辺　

忠
臣

（
日
立
支
部
）

北茨城市議会議員

日立市議会議員
ひたちなか市議会議員

［申亥至誠クラブ(旧十王町議会)］

新年をお祝いいたします。

新東海病院の建替えなど重要な事業

が目前に迫ってきました。利用者の

視点に立った提言を続けます。

沓
澤　

茂
樹

（
大
み
か
支
部
）

利用者の視点で提言
東海村議会議員



栃木市議会議員 習志野市議会議員
茂原市議会議員

市原市議会議員

新総合計画がスタートします｡まち

づくりの戦略には行政と市民の役割

を一層明確にし、取組んでいきま

す。

行政と市民の役割を明確化

山
本　

義
雄

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー･

千
葉
）

活動の原点である「見る･聞く・動

く」をモットーとし、責任ある政治

活動の遂行と「生きがいを実感でき

る未来づくり」に果敢にチャレンジ

します｡

生きがいある未来づくりにチャレンジ

関　
　

好
治

（
日
立
Ｄ
Ｐ
）

おめでとうございます。地域スポー

ツの振興を図り、子どもたちのス

ポーツ教室などを開催し、子どもの

健全育成に向け取組みます。

子どもたちの健全育成に取組む

地方分権が進めば、自治体の役割は

格段に大きくなり、意欲と実力のあ

る議員が求められます。自らの意識

改革と自己研鑽に努めます。

自らの意識改革に努める

帯
包　

文
雄

（
産
機
シ
ス
テ
ム
）

増
山　

利
雄

（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ･

栃
木
）

植
原
大
二
郎

（
高
崎
支
部
）

甲斐市議会議員

国と地方財政の三位一体改革によ

り財政環境の悪化が懸念される

中、行財政改革を推進します。

「甲斐市」のスリム化を図り、市

民の目線に立ち、市政を監視して

いきます。

市民の目線で市政を監視

森
田　
　

稔

（
甲
府
支
部
）

「健康で生きがいのもてる町大

平」に向けて、私自身健康第一を

モットーに、本年も元気一杯の議

員活動をしてまいります。

健康第一がモットー

中条町議会議員
９月１日の合併をめざす

新市名称は「胎内市」に決定しまし

た。町民の将来に禍根を残さないよ

う、本年９月１日の合併をめざし、

精一杯がんばります。

渡
辺　

宏
行

（
産
機
シ
ス
テ
ム･

中
条
）

抱負

熊谷市議会議員

新年明けましておめでとうございま

す。内外に数多くの問題を抱えてお

りますが、市民の皆さんが安心して

生活できる町をめざしがんばって

まいります。「初心貫徹」。

安心して生活できる町をめざす

松
本
貢
市
郎

（
日
立
金
属･

熊
谷
）

大平町議会議員

本
間　
　

進

（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ･

栃
木
）

高
岩　

義
祐

（
日
立
Ｈ
＆
Ｌ･

栃
木
）

東京地協

私
た
ち
、
日
立
グ
ル
ー
プ
議
員
団
は
、
今

年
度
も
さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
ま
す
。

引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

    

二
〇
〇
五
年
新
春

高崎市議会議員

よりよい市町村合併の実現で中核市

となり、行財政改革・街づくりの基

盤確立と住民福祉の維持向上のた

め、力を結集した活動を進めます。

市町村合併で中核市へ

町民のニーズにマッチした事業を

厳しい財政運営の中、組合員や地域

住民との対話を大切にし、町民の

ニーズにマッチした事業をめざしな

がら、議会議員としての役割を果た

していきます。

大平町議会議員

市民本位の街づくりを推進

山
口　

金
光

（
神
奈
川
支
部
）

家族、地域、製造業、日本が笑顔で

明るく元気に過ごすために自分はど

うしたら良いか。身体を鍛え、奉仕

と報恩に全力を尽くします。

明るい地域、日本をめざして

松
本　
　

敏

（
ソ
フ
ト
支
部
）

今年は秦野市制50周年の節目の年で

す。地方分権・都市間競争の進行な

ど多難な時代ですが未来志向で市民

本位の街づくりを進めます。

横浜市議会議員

秦野市議会議員

東海地協

静岡市議会議員

沼津市議会議員

中部地協

大山崎町議会議員

尾張旭市議会議員

地域住民のため全力を尽くす

江
下　

伝
明

（
マ
ク
セ
ル･

京
都
）

昨年の天災を乗り越えて、皆さん

と一緒に新しい年を喜び合いたい

と思います。今年も地域住民のた

め、全力を尽くしてまいります。

市民福祉向上に全力

山
崎　
　

篤

（
Ａ
Ｅ
パ
ワ
ー･

沼
津
）

３期目市長のもと、戸田村との合

併、駅周辺整備など新たな街造り

が進みます。スポーツ振興、市民

福祉向上に全力で取組みます。

４月に静岡市は全国で14番目の政

令市になります。直前の３月には

５期目の選挙。責務全う、不退転

の決意でのぞんでまいります。

不退転の決意で選挙にのぞむ

田
中　

敬
五

（
日
立
空
調
）

国際博覧会（３/25）開幕。

開催期間６ヵ月。自然と共生し、

地球環境に優しい街づくりをめざ

しがんばります。

愛・地球博の成功を

佐
藤　

信
幸

（
旭
支
部
）

下松市議会議員

安来市議会議員

安来市議会議員

下松市議会議員
議員になって７年。市民の役に

立ってきたのか、市の発展に寄与

できたのか、の反省に立ち、

「日々に新た也」の気持ちで進ん

でいきます。

「日々に新た也」の気持ちで

内
山　

吉
治

（
笠
戸
支
部
）

行財政改革を推進し、財政の健全化

をめざすとともに「高齢者福祉の充

実」、防犯・防災等「安心、安全な

まちづくり」に取組みます。

財政の健全化をめざす

武
居　

宏
明

（
笠
戸
支
部
）

昨年10月１日、１市２町が合併し新

生「安来市」となりました。在任特

例での54名の市議とともに、新しい

「やすらぎ」のまちづくりに邁進し

ていきます。

「やすらぎ」のまちづくり

藤
原　

常
義

（
日
立
金
属･

安
来
）

昨年10月１日に安来市、広瀬町、

伯太町による合併をいたしまし

た。拡大したエリア内の声を議会

に反映させる様、活動に取組みま

す。

地域の声を議会に反映

中
村　

健
二

（
日
立
金
属･

安
来
）

西部地協


